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エコが千代田の自慢です！
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一般社団法人 千代田エコシステム推進協議会　事務局長  白井　昌夫
　はじめまして、2021年 5月 1日より千代田エコシ
ステム推進協議会事務局長に就任した白井です。
　2011～2014年に清掃事務所に勤務していたとき
は、３R（リデュース・リユース・リサイクル）の推
進に関わっており、当時 6月の「環境まつり」には再
生家具の抽選会、包丁砥ぎ、牛乳パックとトイレッ
トペーパーの交換などで参加し、リサイクルセンター

の運営にも携わっていました。
　CESでは、それだけではなくこれからSDGsの問題
にも積極的に関わる必要があると思います。そのた
め、物事に対し俯瞰的にみる視野が求められると考
えています。
　これからCES活動が益々円滑に進められるように
頑張っていきたいと思います。

事務局長新任のご挨拶

　電力小売りの自由化がスタートして5年余り、皆さま
のご家庭では、電力の小売り自由化についてどのよう
にお考えですか？
　経済的にも、そして地球温暖化対策としても、SDGｓ
目標7「エネルギーをみんなに そしてクリーンに」、目
標11「住み続けられるまちづくりを」、目標12「つくる
責任 使う責任」、目標13「気候変動に具体的な対策」、
これらを視野に入れることが求められています。きち
んとしたSDGｓに関するフレッシュな情報を取入れる良
い機会としていただくため、今年度のweb講演会を開
催いたします。
　経済産業省は、この夏「エネルギー基本計画」（案）を出
しました。2030年度には温室効果ガスを2013年度に
比べ46％削減することを目標に、再生可能エネルギーの
主力電源化による36～38％の割合に徹底しました。
この割合は10月31日よりイギリスで開催されるCOP26
で日本の政策として発表することが想定されます。
　10月に入り、原油高によるガソリン代・電気代・ガ
ス代などの値上がりのニュースが流れる中、地球温暖
化対策は世界中で急務とされていますが、その目標達
成に向けた各国の動きは、今後益々加速されると予想
されます。電気自動車の導入など、国民一人ひとりの
家庭レベルでの対策が必要な時期を迎えています。

　現在、新旧の小売り電力企業からは、さまざまなプ
ランやサービスが提供されていますので、そのお話し
をお伺いして、ご自身にとっても、地球にとっても、より
良い生活をクリエイトしませんか。

《CES環境講演会開催》ご案内
テーマ：初期費用ゼロ円の定額利用サービス（TPOモデル）を

活用した太陽光発電システム・蓄電池の導入推進
～脱炭素社会の実現に向けて～

講　師：TEPCOホームテック株式会社　経営戦略本部
部長 杉原 広央（すぎはらひろお）氏

【ＣＥＳ環境講演会のお知らせ】 
前回ご好評をいただきました、webによる
CES環境講演会を今年度も、冬季に開催予定。ご期待ください。

※2022年2月初めころCES HP （https://chiyoda-ces.jp）
にて配信予定ですのでご確認ください。
会員の皆さまには、メールでお知らせいたします。

左：「エネカリ」
webページ

下：エネカリ紹介
動画は以下の
二次元コード
よりご覧いた
だけます。
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CES会員の皆さまよりの声CES会員の皆さまよりの声 このコーナーでは、環境への取り組みや日々
感じたことなど、エコに関する皆さまの声を
掲載してまいります。　　　　　   （順不同)
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東商検定IBT受験のご案内

高野 幸生 氏

CES企業正会員・理事　東京商工会議所千代田支部
事務局長 大野 靖二

環境社会検定（eco検定）が
インターネット経由で受験可能に

　東京商工会議所が運営する検定試験のひとつである
環境社会検定（eco検定）が、コロナ禍にあっても継続可
能な試験運営を目指して、2021年度から試験方法を
IBT（インターネット経由での試験）に一新しました。IBT
（Internet Based Test）とは、インターネットを通じてご
自身のパソコンで試験を受けていただく試験方法です。
　試験のお申込みから、受験、成績の確認まで、すべて
インターネットで手続きが可能です。IBTでは試験会場
にお集まりいただくことなく、ご自宅や会社等でご自
身のパソコンから試験を受けていただくことが可能と
なり、リモートワークが広がるなかで利用を検討され
る方が増えてきています。
　次回の第３１回環境社会
検定（eco検定）試験は１１
月１日（月）からお申込みい
ただけます。詳しくは「eco
検定」でご検索ください。

CES企業賛助会員
日本公益基金「人材開発センター」役員一同

中小企業電力エコ推進に
　　　　　　　  貢献して

　当団体は創業以来、千代田区を始め地域雇用推進か
ら裾野を広げ、現在23区商店街活性化にて、電力エコ
推進事業の後方支援をコンサル項目の1つに掲げて
おります。
　内閣府は2030年迄に、カーボンニュートラルにて
脱炭素宣言を掲げ、当団体も地域中・小事業者の集ま
りといえる地域商店会に、大手居酒屋チェーン店等
と連携し、省エネ／省電力後方支援を行い地域のエ
コシステムに貢献していく考えです。
　コロナ禍にて厳しい状況が続
く中、地域創生に不可欠な商店街
を構成する飲食店に省エネ脱炭
素化による、より安価な電力料金
のサービスコンサルを提案する
ことで、21世紀の地方創生・地域
活性化・脱炭素エネルギー転換
へ、さらに貢献していく所存です。

当団体はＳＤＧs目標の⑦
および⑪、特にこの項目⑪を
目標に日夜頑張っております

小学生を対象とした「環境教育」の
　　　　推進に力をいれています

　私ども株式会社談広告は、ポプラ社グループの一員
になり、千代田区に本社を移転しました。皆様が取り
組むテーマ、「SDGs」「環境問題」や「キャリア教育」
「食育問題」「エネルギー問題」に関する普及活動を
しています。全国の小学校の教員のネットワークと
連携し、子どもたちに正しい知識を伝え、問題意識
を抱いてもらう取り組みも積極的に行っています。
　また、2016年から朝日新聞社様と取り組むプロ
ジェクトとして、学校と企業・団体を結び、キャリア
教育を支援する事業「おしごとはくぶつかん」の事務
局も担当しています。
https://oshihaku.jp/

　今後は、教育の側面
から脱プラ問題に貢献
できればと思っており
ます。

CES企業正会員・理事　千代田区商工業連合会理事
株式会社光邦 常務取締役　前田 剛宏

CES企業賛助会員
　株式会社談広告 代表取締役社長　高野 幸生

CES理事就任ご挨拶

　当社は、主に書籍印刷、商品カタログ、カレンダー
やパンフレットなどの紙媒体はもちろんのこと、映像
やWebなど、幅広い間口で制作物のサポートも行っ
ている印刷会社です。
　工場では、省エネ・地球温暖化対策や廃棄物の
削減など環境負荷の少ない印刷製品の製造に取り
組んでおります。２０１６年より従来の事業に加え、
環境に特化した『水性フレキソ印刷』を中心とした
パッケージ印刷をスタートし、印刷工場から全国の
皆様に〝地球環境、人にやさ
しい次世代の印刷″をお届けし
ています。
　今回、就任にあたり私自身も
環境への取り組み意識をさらに
高め、環境に対する情報を皆様
にお伝えし推進していきます。

前田 剛宏 氏
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CO₂削減・電力料金低減＋コロナ対策のための空調用フィルター開発のご紹介

花粉はもちろんのこと、小さなホコリも捕集。他にはない持続抗菌技術で
菌やウイルスが付着した粉塵が室内を循環することを防ぎます。

故秋山利昭氏の功績について :追悼の三題噺
一般社団法人 千代田エコシステム推進協議会　理事長  大森　正之

理事長
だより

　本協議会の副理事長を長く勤められた神田駅西口商
店街の快男児、秋山利昭氏が、本年6月17日、突然亡
くなりました（享年72歳）。2012年、任意団体であった
本会副会長就任以来の氏の多大な功績を明記し追悼の
言葉とします。
　まず本会が2016年に、一般社団法人に改組した際、
秋山氏はご自身の事業及び商店街や町会の代表として蓄
積された知識と経験を発揮され、法人化手続きの迅速か
つ正確な遂行に多大な貢献をされ、さらに法人化後も、
副理事長として十全に職責を果たされました。記して深く
感謝いたします。
　次に本会において、千代田区の多様な環境問題の解
決を志向する草の根活動の一環として、商店街を発信
主体とする環境配慮の活動における、団扇やエコバック
資材を活用した「環境配慮宣言」事業の先頭に立たれ、
「商店街エコ」の普及に努めました。
　また近年、本会の環境講演会事業の先頭に立ち、

2018年9月、当時の中川雅治環境大臣と資源エネルギー
庁エネルギー部長の宇山泰治氏を招き、日本教育会館
に約200人の聴衆を集め、温暖化対策の啓蒙を発信し
ました。翌2019年9月には、同会場にてほぼ同数の聴
衆を集め、我が国の環境教育のパイオニア阿部治教授
（立教大学）を招いた講演会を成功させました。
　そして昨年度は、新型コロナ禍において、講演会の
YouTube 配信を実現させました。講師はNPO法人地中
熱利用促進協会理事長の笹田政克氏、環境配慮企業とし
て著名な鈴廣かまぼこ(株）副社長の鈴木悌介氏、そして日
本工営(株）中央研究所技術開発センター環境地質グルー
プの山本課長、同社地球環境事業部の菊池課長でした。
これらの講演記録は、会員向けの普及・啓発資材として、
本会のウェブサイト上の貴重な財産となっております。
　以上、故秋山利昭氏の貢献のごく一部しかご紹介でき
ませんが、本会の理事を代表して、氏の功績への感謝
の意を表すると共に、心よりご冥福をお祈りいたします。

　当協議会の賛助会員でもある（株）ユニパック（代表：
松江昭彦氏）では、これまで使い捨てが常識とされてい
た空調用フィルターを、年間１回の洗浄で４年間使用を
可能にする「洗浄再生技術」と、飛沫中のウイルスを不活
性化する抗菌成分が含まれる「持続除菌技術」活用した
業界初の「超親水持続抗菌フィルター」を開発しました。
　当フィルターをエアコンに取付けることで、廃棄時
期を遅らせることによるCO₂排出量の削減と、低圧力
損失化による電力料金の軽減が図れ、現在、大きな社
会問題である新型コロナウイルスで、室内の密閉状態
で空気を介して感染する「エアロゾル感染」対策とし
て、子供の健康を守ることに寄与
しております（埼玉県内の学童保
育クラブ41施設に導入済み）。

　千代田区には公共施設が大小数多くあり、その中に
は、現在予防接種の対象となっていない12歳以下の
子供たちが、毎日集まる児童館や学校、幼稚園、保育園
も多く含まれており、今後早期の導入が期待されます。

ユニパックではSDGsの掲げる目標の内
Goal③：すべての人に健康と福祉を
Goal⑦：エネルギーをみんなにそしてクリーンに
Goal⑨：産業と技術革新の基盤をつくろう
Goal⑫：つくる責任つかう責任
Goal⑬：気候変動に具体的な対策を
を念頭に置き、社会に必要とされる技術開発の模索を
続ける意欲が伝わってきます。

　多くの人々が出入りする空港、銀行等では、既にCO₂
削減や電力料金の軽減等、数値実績を公表している施
設があります。これから施設の再開発、新規建築等を
計画する場合、私たちは、持続可能な社会づくり、さら
に感染症対策の観点からも、常時使用している空調用
フィルターへも目を向ける必要があると思われます。

詳細は、
【（株）ユニパック】
https://www.unipac.co.jp/の「洗浄再
生フィルター」、「技術紹介」をご覧ください。



（一社）千代田エコシステム推進協議会
住　所：〒102-8688

千代田区九段南1-2-1 千代田区役所 5階
電　話：03-5211-5085 　FAX：03-3221-3405
メール：info@chiyoda-ces.jp
U R L：https://chiyoda-ces.jp
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　プラスチックごみが地球全体の大きな問題となり久し
くなりますが、レジ袋やペットボトルはもとより、使い捨
てカトラリー、台所や掃除で使用するスポンジ、洗濯バ
サミ、文具類、衣類、スニーカー等のゴム底、煙草のフィ
ルター etc.、私たちの生活を便利にしてくれているあ
らゆるものがプラごみとなり問題となっています。
　排水溝や川から水再生センターに行き、ろ過しきれ
ずにプラごみとなるもの、路上のものが風に飛ばされ
川や海へ流れて行くものなど、さまざまなプラごみが
ありますが、それらのプラごみは、波や紫外線に晒され、
細かく砕けマイクロプラスチックとなり数百年以上も残
り続けます。その間、海中の化学物質を吸着し、生態
系に影響を及ぼし、さらには生きるためにその魚介類を

体に取り入れ続けている私たちの体にも、大きな影響
があると言われています。
　レジ袋が有料化となり1年を過ぎ、再生プラスチック
の研究や製品化がされてきていますが、プラごみ問題
の解決はまだまだ先の話です。日本人の一人当たりの、
プラスチック廃棄量は世界で2番目に多いと言われてい
ます。しかし私たち一人ひとりの行動を変化させれば、
大きな力を生み出せるのではないかと期待できます。
　今年もコロナ禍の影響が大きく大変な折ではありま
すが、環境配慮宣言をして、「プラごみを減らそう」
のキャッチフレーズ入りエコバッグ配布のご協力をい
ただいております区内の事業所さん
をご紹介します。

レジ袋の有料化から1年　環境配慮宣言事業よりのご報告

【現場監査】
6／29(火)　サンシステム株式会社
※今年度から監査スタート
8／17(火)　千代田区立障害者福祉センターえみふる
9／ 3 (金)　内幸町ホール

【書面監査】
8／27(金)　社会福祉法人千代田区社会福祉協議会
7月～8月　千代田区78部署 (本庁舎・教育部門・出張所

等庁外施設)
【今後の監査実施予定】 　令和4年2月　三幸株式会社

令和３年度４月～８月のCES監査実施状況
今年度は、一部の事業所で新型コロナウイルス感染防止対策のため、対面での現場監査を中止し、関連書類の
提出による書面監査を実施しています。

「エコバッグ配布」協力事業所
2×３スリーレッグ、桔梗屋電気、オギムラ薬局、ゴンドラ、宝来屋、トニーローマ、巨牛荘、
TeahouseTAKANO、天ぷらはちまき、文銭堂、ミヤタ文具、プラットホームサービス、しまゆし、玉川堂、
寿々木、よねはく、淡平、旭電機商事、神田丸屋、リズム靴店、DiningBar LampLight、出世不動通り商店街、
カーサノーバショップ、佐々木商事、千寿、旭軒、珈琲専門店エース、昭和薬局、からだ工房、神田木の花、
香文堂、磯見酒店、RoseCrown、ベンガル、さくらホテル＆カフェ神保町、PAPA’S パリパリチキン（順不同）

　いつまでも治まらない新型コロナウイルス感染拡大、
地球温暖化による気温上昇、豪雨による洪水や土砂災害。
私たちは、かつてない試練に対峙することを余儀なく
されています。そして、気候変動の要因とされる温暖
化対策としてのCO₂削減活動に加え、コロナ禍での新

しい生活様式を模索し実践する必要に迫られています。
　未曾有の災禍をどうやって乗り越えていくのか、私
たち大人は次世代を担う子供たちにその姿勢を見せ、
子供たちが今後目標とする社会を描き、それに向かっ
て頑張れるような土台を築くことが急務と考えます。

未曾有の災禍を乗り越えた先を見据えて

発行・編集：（一社）千代田エコシステム推進協議会
発 行 日：2021年10月31日


